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PHS1 タンパク質は、配列情報とフォスファターゼ活性を示すことから、MAP キナーゼフォスファターゼとして機能す

ることが推測された。また、dominant negative 変異体の解析から、表層微小管を介した根の伸長制御に関与するこ

とが示されている。本研究は、PHS1 の機能解析と PHS1 に関与する新たな微小管配向制御因子の発見により、植物の

表層微小管の形成・調節機構と、細胞伸長制御のメカニズムを明らかにしていくことを目的としている。 

 

１．PHS1 と相互作用して表層微小管の配向を制御する因子を単離するため、phs1-1 変異体に変異原処理し表現型の回

復と強調を指標に遺伝的に関与する因子の単離を試みた。前年度よりあわせて、１００系統をこえる表現型回復変異

体を単離した。１２系統が、PHS1 遺伝子の変異によるものであり、phs1-1 が機能獲得変異であることを示唆する。さ

らに、４系統については、βチューブリンのミスセンス変異による優性変異体であることが示された。これは、phs1-1

変異が微小管の配向制御に非常に強く影響を与えていることを示唆する。さらに、微小管関連因子 SPR1 の優勢変異体

も単離した。機能的な SPR1-GFP 融合タンパク質をもつ植物を作出し、局在に大きな変化がないことは確認した。 

２．表層微小管の形成・調節に MAP キナーゼカスケードの存在が示唆された。そこで、１９の MAP キナーゼ遺伝子、

８の MAP キナーゼキナーゼ遺伝子の T-DNA 挿入による機能欠損変異体を入手した。これら変異体の挿入の有無を確認

し、表層微小管への影響を確認できる段階になった。 

３．PHS ゲノムに GFP を融合した機能的な遺伝子を作成した。BFA 感受性の細胞コンパートメントに多く存在すること

が予想された。 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
10. キーワード 
  (1)  シロイヌナズナ             (2)  微小管                      (3)  リン酸化 
  (4)  フォスファターゼ           (5)  ＭＡＰキナーゼ              (6)  細胞骨格 
  (7)  チューブリン               (8)  植物                                    (裏面に続く) 
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